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第34回合同例会 №323月13日㈮

　皆さんこんばんは。
　今日は毎年やっている高田東RCさんとの合同
例会に新井RCさんも加わって３クラブ合同とい
うことで、プロバスクラブの皆さんもお迎えして
賑やかな会になると思います。
　私が高田 RCに入会させて頂いて 20 年になり
ますが、入会数年後に今はなき新井リゾートのホ
テルで今日のような３クラブ合同例会がありまし
た。おやじバンドの皆さんの出演もあったりして
とても楽しかったことを覚えています。
　普段は他のクラブの人達とお話する機会があま
りないので、できるだけそういう場が多くなれば
いいなと思いますし、積極的に増やしていかなけ
ればと思っています。
　高田東さんとはずっと一緒に合同例会をやって
来ましたが、新井の古川会長と『これからも続け
ていきましょう』ということでしたので毎年のこ

とになればと思っています。

出席率　100％

大島政義様、古澤良彰様、金津光雄様、佐々木郁
生様、梅川清雄様、斉藤照義様、長野克水様、五
島由美子様（上越プロバスクラブ）

三井慶昭君（３/12 ㈭越後春日山RC）

出席・ニコニコBOX委員会
　新�井 RC会長・幹事―本日は三クラブ合同例
会よろしくおねがいいたします。

　高�田東 RC会長・幹事―本日は三クラブ合同
例会よろしくおねがいいたします。

会長挨拶会長挨拶 齋藤　尚明齋藤　尚明
出 席 報 告

ビ ジ タ ー

メイクアップ

委 員 会 報 告
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第35回例会 3月20日㈮

　皆さんこんにちは。第 35 回例会です。先週は例会
の高田東 RCとの合同例会に新井 RCも加わり３ク
ラブで合同の例会でした。プロバスクラブの皆様を
お客様に迎えて懇意会では大変楽しく有意義な交流
ができたと思っています。
　そして翌 14 日土曜日は北陸新幹線が開業しまし
た。えちごトキめき鉄道も開業し当日は上越妙高駅
はじめ各所で賑わいを見せたようです。
　しかし何と言ってもすべてはこれからということ
ではないでしょうか。
　現状より、もっともっと良くなるよう私達が盛上げ
ていかなくてはと思いますがいかがでしょうか。
　さて本日の講話はハンドメイド家具作家のラッセ
ル・ジョケラさんです。
　また、今日は新井 RCより国際交換留学生のエマ
さんがみえています。エマさんはアメリカのテキサ
ス州からおいでです。
　国際奉仕委員長のチャーリーさんを含め、今日は
国際色豊かな例会となりました。

出席率　100％

エマ・マリー・タッジさん
（新井RC青少年交換留学生）

中田　正君・牧野章一君（３/14 ㈯ RA年次大会）
チャーリー・ストラットン君（３/17 ㈫三条北 RC）
髙坂光一君（３/14 ㈯ RA年次大会、３/19 ～ 22�IA
海外研修（台湾））

出席・ニコニコBOX委員会
　髙�橋孫左衛門君・小林　元君―新幹線開業と共

に上越妙高駅、さくらプラザ内に、上越商業サー
ビス公社上越妙高駅店を無事開店いたしました。
どうぞよろしくお願いします。

SAA
　��３/21 第７分区交流会のご案内及び準備協力のお
願い
60 周年記念事業実行委員会
　上越妙高駅東口への植樹について

大�島　誠君―３/21・22 陶芸家草場勇次さん奈美
子さん夫妻作陶展のご案内

配布物：週報№ 31
回覧物：新幹線及び他の鉄道時刻表

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

メイクアップ

委 員 会 報 告

会長挨拶会長挨拶 齋藤　尚明齋藤　尚明

会員インフォメーション

幹 事 報 告

　国際奉仕委員会の今年度の目標とし
ては、この上越に暮らしている外国人
数人から高田クラブで卓話をしていた
だくことになっています。その企画の

初めての講話者がラッセル・ジョケラさん。

　ラッセルさんのお父さんはフィンランド系アメリ
カ人、お母さんは日本人で、佐世保で出会ったそう
です。アメリカで生まれて育ったラッセルさんは、小・
中学校時代はミシガン州のお父さん側の親戚とそこ
の大自然でよく遊んだことを覚えているそうです。
　高校・大学はワシントン州のシアトル、大卒後は
電話帳を調べ大工さんの仕事を見つけて建築会社に
入りました。日本人のお母さんの影響で、その頃か
ら日本の大工さんの道具や本など買いに行って来日
する予定を立てていました。

　1995 年にお母さんに次いで福岡に来日。2000 年に
「木と遊ぶ研究所」の関係で初めて上越に来ました。
そこで木の読み方や削り方、木の大切さを学びました。
　沢山の作品を見ながらラッセルさんの技術とハー
ト、そして日本への尊敬がよく伝わりました。
　アメリカ・ヨーロッパでは、家具のデサインは形
を大事にしますが、日本では材料の良さを引き出し
ていることを尊敬して、自分の作品には上手く両方
の良さを取り入れたいと思っているそうです。
　日本は「真面目」で世界中に尊敬される国と見ら
れています。日本に暮らしに来る外国人は、そのと
ころが大好きで、一所懸命ここで生活しようと思っ
ています。ぜひ、外国人と日本人とで組んで、良い
コミュニティーを作ることが一番望ましいところだ
そうです。（国際奉仕委員長：チャーリー）

日本への一つの懸け橋
オリジナルオーダーメイド家具作家　ラッセル・ジョケラ 様

卓 話


